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テ トラサイ クリン｡ト リコマイシン併用投与の尿 中カンジダの

出 現 に 及 ぼ す 影 響

斎 藤 誠

都立荏原病院

(昭和35年6月16日 受付)

は じ め に

広域性抗生物質の登場は各種感染症の治癒 を容 易 に

し,低 率の副作用と相まつて広 く賞用されている｡そ の

一・面,こ れらの広域性抗生物質登場発初は殆んど予想さ

1れなかつた所謂抗生物質アレルギー.或 いは耐性菌の生

体内増殖による菌交代症等の問題が,新 らたに関心を惹

いている｡特 に菌交代症の誘発は生体内菌交代現象を場

として,抗 生物質投与中或いは投与中止直後に症状が出

現 し,原 病の緩解をみても後に誘発した菌交代症で死亡

する症例 もあり,従 つて化学療法における重要な課題と

な りつつある｡そ の原因菌はすベて抗生物質に感受性の

ない真菌類,プ ロテウス,緑 膿菌,或 いは耐性を獲得し

たブ ドウ球菌等であることが知られている｡こ のような

現況であるため今日の抗生物質療法に際しては,こ れ ら

の菌群による菌交代現象,ひ いては菌交代症を防止する

たあテ トラサイクリンとエ リス口マイシン,オ レアン ド

マイシン或いはカナマイシンの併用が主 としてブ ドウ球

菌を対象にし,ま たク口ランフェニコール或いはテ トラ

表1

サイクリンとナイスタチンの併用がカンジダを対象とし

て行なわれ,そ の効果が論ぜ られている｡

そ こで私は細菌性赤痢の広域抗生物質療法において,

ブ ドウ球菌のほかにしばしばカンジダの出現を認めるこ

とが多いので,そ の出現頻度 と併せて トリコマィシン併

用の意義について検討を行なつたので,そ の概要につい

て述べてみたい｡

実 験 成 績

D症 例及び実験方法

対象とした症例は成人及び小児の赤痢患者37例 で,

抗生物質はすべて テ トラサイクリンを1日 量20mg/kg

を4日 間にわたつて投与 し,ほ ぼ連 日的にサブpa一 培地

及びカンジダGS培 地を併用 して尿中カンジダの検索

を行ない,そ の消長を追求した｡

この37例 の うち21例 は各種投与量の トリコマイシ

ンの併用をテ トラサイクリン投与中持続した｡

2)実 験 成績

i)テ トラサイク リン投与のカンジダ出現に及ぼす影

テ トラサイクリン投与のカンジダ出現に及ぼす影響
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響

テ トラサイクリンのみを1日 量20mg/kg,毎6時 分

4で4日 間にわたつて投与した16例 について,カ ンジ

ダの消長を眺めてみると経過中にカンジダを全 く認めな

かつたのは4例 にすぎず,他 はすべて培地上の増殖程度

に差はあるがカンジダの出現を明らかに した｡

カンジダの状態をテ トラサイクリンの投与経過に従つ

て観察すると,投 与第2日 頃より出現を認め,投 与第3

日頃より什～帯程度の培地上の増殖程度を示す症例が増

加する｡さ らに投与第4日 頃より投与中止後 しば らくの

間は,カ ンジダの出現が著明となり,こ れより後は一般

に減少傾向を示 し陰性例が増加 し,テ トラサイクリン投

与中止後の日時の経過に従いカンジダ陰転傾向が顕著と

なる(表1参 照)｡

このカンジダの消長は,腸 内菌叢における大腸菌群の

消失及び出現し始める時期にほぼ一致 し,且 つカンジダ

の優位性は大腸菌群が腸管内で増加するとともに失われ

ていくことが充分に窺える｡

これらの所見を臨床症状か ら窺つてみると,カ ンジダ

表2テ トラサイクリン

の増殖が短期間ではあるが優位を示した症例(表1・-No・

2,5,6,7,10,13)に あつても,テ トラサイクリン投

与に伴なう赤痢症状の改善及び緩解が遅延する傾向はみ

られず,ま たカンジダに由来すると思われる症状の出現

も観察しなかつた｡し か し細菌性赤痢の抗生物質療法の

経過中に腸管カンジダ症による死亡例の報告1)も あるの

で,一 般的にはカンジダによる症状の発現を み な くて

も,カ ンジダによつて惹起される菌交代現象を防邊する

方策について無関心であつてはならないことを示 してい

る｡さ らに岡島2>も 赤痢患者の抗生物質療法におけるカ

ンジダの検索で,抗 生物質非投与群にくらべ検出率が著

明に上昇することを指摘していることも想起する要があ

ると思われる｡

ii)ト リコマイシン併用投与のカンジダの出現に及ぼ1

す影響

先に述べたようにテ トラサイクリンの投与に際 しカン

ジダの出現が顕著に認められ,且 つその増殖程度も投与一

中及び投与中止後しばらくの間は,他 の腸内細菌群にく

らべ優位性を示すので,こ の状態を防遍する方策の検討.

トリコマイシン併用投与のカンジダ出現に及ぼす影響
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帯,什,十,(十):カ ンジダ増殖の程度を現わす

症例はすぺて細菌性赤痢
*:成 人を示し,他 は小児投与例
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を行なつた｡そ のために抗カジジダ抗生物質 として知 ら

れ ているトリコマイシンを,小 児,成 人の区別なく一応

1B量4万,8万,20万 単位投与の3群 にわけ,テ ト

ラサイクリン投与中は併用 した｡

その結果は第2表 に示 したように,夫 々の投与群にお

いてカンジダの出現をみないか,ま た出現をみても増殖

程 度はテ トラサイクリン単独投与群にくらべ著 しく抑劉

されていることが明らかであり,さ らにカンジダ出現持

続 日数も短縮されている傾向が認められ る｡

投与量別にみると8万 単位投与群の12例 中4例,20

万 単位投与群の6例 中5例 で,そ の検索期間のすべてを

通 じてカンジダの出現を認めず優れた抑制効果を示すこ

とを明 らかに した｡従 つて小児,成 人の区別を一応考慮

外として投与量を検討す ると,1日 量20万 単位をテ ト

ラサイクリンと併用するならば,少 な くともカンジダに

よる灰中菌交代を防邊 しうる充分な投与量と考 え られ

た｡

この効果を体重別に考 慮 す ると,概 ね1kgあ た り

3,600単 位 以上を投与した症例では,一 過性にカンジダ

の出現を認めた1例 を除き,他 はすぺて全経過にわたつ

てカンジダの出現を抑罰 し,3,600単 位以下の症例にく

らべ明らかに効果がす ぐれてい る｡

従つて トリコマイシンの1日 の併用量は成人にあつて

は20万 単位,小 児にあつては年令によつて異なるが8

万単位前後が妥当な有効量ど判定された｡

このように トリコマイシンを成人及び小児を通じて,

1日 量4万 より20万 単 位の間で21例 に経口投与を4

日間にわたつて持続 したが,す べての例で副作用を経験

しなかつた｡

お わ り に

細菌性赤痢に対す るテ トラサイクリンの投与は,そ の

経過中にカンジダの顕著な増殖,す なわ菌交代を現わす

が,ト リコマイ シンを1kgあ た り3,600単 位(成 人

約20万 単位)を 併用す ることにより,な ん らの副作用

を伴な うことなくカンジダの出現を防止することが可能

である｡
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